
 

- 1 - 

 

.     

  

                     

 

 

                                   

 

令
和
元
年
を
迎
え
そ
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

設
立
十
周
年
を
目
指
し
て 

 

支
部
長 

今
井 

康
之
（
昭
３
２
年
経
営
） 

 

令
和
の
時
代
を
迎
え
、
校
友
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
地
域
支
部
は
今
年
で
設
立
八
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
れ
も
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
皆
様
は
じ
め
、
多
摩
支
部
の
皆
様
と
も
連
携
し
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
結
果
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

☆
地
域
密
着
型
校
友
会
活
動 

☆
新
会
員
入
会
促
進
活
動 

☆
女
性
会
員
の
拡
充 

を
目
標
に
校
友
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
清
瀬

の
自
然
を
生
か
し
た
健
康
増
進
活
動
。
紫
紺
句
会
を
中
心
に
「
西

の
松
山
・
東
の
清
瀬
」
を
合
言
葉
に
し
た
俳
句
創
作
活
動
。 

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
、
来
年
は
い
よ
い

よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
す
。 

高
倍
率
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
実
際
に
競
技
場
に
足
を
運
べ
な
く
と
も
、
日
々
の
報

道
で
気
分
が
高
揚
し
て
来
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

私
共
明
治
大
学
校
友
会
清
瀬
地
域
支
部
は
清
瀬
に
生
活
す
る
喜

び
、
母
校
の
応
援
と
同
時
に
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
且
つ
健
康
に

留
意
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 
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第
八
回
清
瀬
地
域
支
部
定
時
総
会
を
終
え
て 

幹
事
長 

粕
川 

偉
三
男
（
昭
４
８
年
政
経
） 

 

去
る
五
月
二
十
六
日
、第
八
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、課
題
で
あ
る
新
規
会
員
の
増
強
、

更
に
は
女
性
会
員
拡
充
の
為
に
本
年
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求

し
て
参
り
ま
す
。 

俳
句
ブ
ー
ム
の
中
「
紫
紺
句
会
」
は
益
々
活
発
な
句
会
の
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

更
に
健
康
増
進
を
兼

ね
た「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

「
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
情
報
共
有
と
し

て
の
「
紫
紺
ネ
ッ
ト
」

の
活
用
、
他
地
域
支
部

と
の
連
携
等
積
極
的
な

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。 

             

令
和
元
年
度
の
事
業
活
動
に
つ
い
て 

幹
事
長 

粕
川 

偉
三
男
（
昭
４
８
年
政
経
） 

 

令
和
の
時
代
を
迎
え
、
本
年
も
心
新
た
に
地
域
密
着
型
校
友
会

を
目
標
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

清
瀬
の
自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
主
体
に
企
画
を
立
て
て

参
り
ま
す
。「
水
再
生
セ
ン
タ
ー
見
学
会
」「
大
林
組
技
術
研
究
所

キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
見
学
会
」「
ひ
ま
わ
り
祭
り
」「
台
田
曼
珠

沙
華
見
学
会
」「
金
山
公
園
野
鳥
観
察
会
」
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
を

満
喫
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

更
に
は
清
瀬
近
隣
の
工
場
見
学
会
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

「
コ
カ
コ
ー
ラ
東
京
工
場
」「
山
崎
製
パ
ン
工
場
」
等
を
候
補
に
挙 

げ
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

一
方
母
校
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
度
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
見
学
会
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。 

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
昼
食
会
、
和
泉
校
舎
見
学
、
中
野
キ

ャ
ン
パ
ス
見
学
、
更
に
は
生
田
校
舎
ま
で
足
を
延
ば
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
野
球
部
が
大
学
日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
で
す
ね
。
秋
季
リ
ー
グ
で
は
明
早
戦
応
援
も
企
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
同
じ
く
大
学
日
本
一
に
な
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
部
も
楽
し
み
で

す
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
す
る
後
輩
の
姿
が
輝
い

て
見
え
る
で
し
ょ
う
。
今
年
も
明
早
戦
応
援
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
ま
た
、
昭
和
二
十
四
年
の
総
合
優
勝
か

ら
久
し
く
優
勝
の
二
文
字
が
遠
い「
箱
根
駅
伝
」も
楽
し
み
で
す
。

今
年
は
予
選
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

に
相
応
し
い
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

母
校
の
応
援
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
も
健
康
あ
っ
て
の
こ
と
、
皆
様

方
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

    

第
十
六
回
多
摩
支
部
定
時
総
会 

佐
藤 

房
夫
（
昭
３
９
工
） 

 

七
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
、
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

二
百
四
十
五
名
の
会
員
が
集
い
、
清
瀬
か
ら
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

第
一
部 

公
開
講
演 

 

明
治
大
学
文
学
部
教
授 

諸
富
祥
彦
氏 

「
人
は
、
深
い
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
自
己
を
知
る
」 

四
人
一
組
に
な
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
人
間
関
係 

を
深
め
て
い
く
実
践
講
義
で
し
た
。 

第
二
部 

定
時
総
会 

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
が
あ
り
、 

支
部
長 

當
麻
功
氏
（
小
平
・
昭
３
９
・
商
） 

幹
事
長 

太
田
東
平
氏
（
町
田
・
昭
４
０
・
政
経
） 

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
部 

懇
親
会 

 

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
明
大
ビ
ッ
グ
・
サ
ウ
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
の
中
で
歓
談
し
ま
し
た
。 

最
後
に
会
場
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
輪
で
肩
を
組
み
な
が
ら
校
歌
斉

唱
と
万
歳
三
唱
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

       

懇親会会場のシダックス 

清瀬地域支部の参加者 

明大ビッグ・サウンド・ソサエティ 

定時総会はアミュービル6階 
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清
瀬
地
域
支
部
入
会
に
寄
せ
て 

 

 

柳
澤 

友
美
子
（
平
１
１
農
） 

   

私
は
、
大
学
で
は
農
学
部
農
学
科
出
身
、
大
学
サ
ー
ク
ル
も
自

然
科
学
系
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
清
瀬
に
転
居
す
る

こ
と
に
な
っ
た
際
に
は
、
こ
ち
ら
は
緑
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
転

居
前
と
同
じ
都
内
と
あ
り
、
比
較
的
親
し
み
安
い
環
境
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

明
治
大
学
校
友
会
清
瀬
地
域
支
部
の
入
会
の
動
機
は
、
大
学
時

代
の
友
人
・
知
人
を
今
後
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
か
ら
で
す
。 

主
人
は
、
校
友
会
清
瀬
地
域
支
部
の
発
足
後
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
入
会
し
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
子
供
が
出
来
る
ま
で
清
瀬
地
域

支
部
の
入
会
は
遠
慮
し
て
み
よ
う
か
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
入
会

を
先
延
ば
し
し
て
い
ま
し
た
。 

都
内
の
実
家
に
い
た
頃
で
も
、
校
友
会
会
員
で
は
あ
り
ま
し
た

し
、
大
学
時
代
の
友
人
・
知
人
と
の
縁
を
社
会
に
出
て
か
ら
も
大

事
に
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
。 

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
の
勤
務
先
は
、
方
向
性
の
違
う
内
容
で

し
た
が
、
学
生
時
代
と
は
ま
た
雰
囲
気
が
違
う
も
の
の
、
そ
の
後

の
人
生
に
お
い
て
参
考
に
な
る
こ
と
も
大
変
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
自
己
主
張
よ
り
も
、
周
囲
の
流
れ
や
意
見
に
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
一
度
社
会
に
出
て
か
ら
築
く
交
友
関
係
に

限
界
が
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
場

面
に
遭
遇
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
事
を
背
景
に
、
大
学
時
代
の
気
の
置
け
な
い
仲
間
の

会
話
や
意
見
が
今
さ
ら
な
が
ら
に
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
大
学
時
代
に
出
会

っ
た
人
々
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
所
以

な
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
最
後
の
大
花
見
会 

 

清
水 

計
明(

昭
５
３
商) 

 

去
る
三
月
三
十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
、
曇
り
空
の
下
、
台

田
柳
瀬
川
沿
い
の
桜
並
木
に
校
友
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
早
く
か
ら
場
所
取
り
、
屋

台
と
太
鼓
演
奏
、
踊
り
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

桜
を
観
る
前
に
、
記
念
に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、「
撮
り

ま
す
よ
！
」
と
気
軽
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
く
れ
る
美
女
！
が

出
現
。
話
を
聞
く
と
後
に
二
次
会
に
加
わ
っ
た
校
友
の
黒
田
さ
ん

の
娘
さ
ん
と
の
こ
と
。
明
治
の
小
旗
を
持
っ
て
の
花
見
が
い
き
な

り
功
を
奏
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

花
見
は
早
々
に
し
て
、

昼
食
場
所
へ
移
動
す
る

途
中
、
旧
森
田
家
（
野
塩

か
ら
平
成
六
年
移
築
）に

立
ち
寄
る
と
、ち
ょ
う
ど

古
民
家
内
を
燻
し
て
、養

生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

し
た
。会
食
は
予
約
し
て

い
た
「
石
臼
手
挽
き
・
十

割
そ
ば
池
添
」
に
て
、
ビ

ー
ル
、
日
本
酒
（
熱
燗
）

を
飲
ん
で
い
る
と
、や
っ

と
窓
越
し
に
明
る
く
日

が
差
し
て
き
て
、身
も
心

も
暖
か
く
な
り
、蕎
麦
と

酒
を
満
喫
し
、「
平
成
最

後
の
大
花
見
会
」
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。「
池

添
」の
店
主
の
お
父
様
と

息
子
様
も
明
治
大
学
校 

友
と
の
こ
と
で
ご
縁
を 

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有
志
に
よ
る
二
次
会
も
あ
り
盛
り
上

が
っ
た
観
桜
会
で
し
た
。（
当
日
、ト
ー
タ
ル16,427

歩
で
し
た
。） 

第
十
二
回
麻
雀
大
会
を
開
催 

福
島 

寛
（
昭
３
７
政
経
） 

 

八
月
二
十
九
日
に
明
大
校
友
会
清
瀬
地
域
支
部
主
催
の
第
十
二

回
麻
雀
大
会
が
、
駅
近
く
の
健
康
麻
雀
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
回
は
清
瀬
地
域
支
部
か
ら
今
井
支
部
長
を
は
じ
め
、

和
田
副
支
部
長
、
斎
藤
副
幹
事
長
、
村
野
幹
事
、
そ
れ
に
私
と
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
親
し
く
し
て
い
る
稲
門

会
の
方
が
二
名
と
一
般
市
民
の
方
が
五
名
参
加
さ
れ
、
十
二
名
三

卓
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
井
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
午
前
十
時
に
ス
タ
ー
ト
し

六
回
戦
を
競
い
ま
し
た
。
今
井

支
部
長
、
和
田
副
支
部
長
は
体

調
が
優
れ
な
い
と
こ
ろ
を
、
体

を
押
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

戦
況
は
か
な
り
も
つ
れ
ま
し

た
が
、
最
終
結
果
は
一
位
～
三

位
は
一
般
市
民
の
方
が
獲
ら
れ
、

清
瀬
地
域
支
部
の
方
々
は
、
あ

ま
り
成
績
が
振
る
わ
ず
、
和
田

副
支
部
長
が
五
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

幸
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
清 

々
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

大
会
後
は
近
く
の
居
酒
屋
に

一
般
市
民
の
方
を
含
め
八
名
で

行
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

散
会
し
ま
し
た
。 

    

熱戦中、真剣に牌をみる 盛り上った懇親会 

台田柳瀬川沿いの桜 十割蕎麦 池添 
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東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
乗
船
記 

佐
藤 

房
夫
（
昭
３
９
工
） 

 

去
る
八
月
二
十
四
日
、
隅
田
川
ラ
イ
ン
の
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
に

参
加
し
ま
し
た
。
東
京
湾
の
ク
ル
ー
ズ
は
今
年
で
三
回
目
と
な
り

ま
す
。
参
加
者
は
校
友
と
清
瀬
句
会
の
方
と
一
般
の
方
の
総
勢
十

三
名
で
す
。 

前
日
ま
で
秋
雨
前
線
の
停

滞
に
よ
り
天
気
の
悪
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
は
雲
間
か
ら
薄
日
の
差
す

絶
好
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。 

八
時
に
清
瀬
駅
を
出
発

し
、
副
都
心
線
の
新
宿
三
丁

目
か
ら
地
下
鉄
を
乗
り
継
ぎ

浅
草
に
到
着
し
ま
し
た
。
出

発
ま
で
の
待
ち
時
間
に
仲
見

世
商
店
街
か
ら
浅
草
寺
へ
散

策
し
ま
し
た
。
参
拝
し
た
の

ち
境
内
に
あ
る
久
保
田
万
太

郎
の
句
碑
な
ど
を
見
な
が
ら

過
ご
し
ま
し
た
。
浅
草
界
隈

は
い
つ
も
よ
り
人
出
が
少
な

い
印
象
で
し
た
。 

十
時
四
十
分
吾
妻
橋
の
り 

場
か
ら
隅
田
川
ラ
イ
ン
の
出

発
で
す
。
乗
船
は
「
リ
バ
ー

タ
ウ
ン
」
定
員
五
百
五
十
名

の
大
型
船
。
冷
房
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
薄
日
の
差

す
曇
り
空
で
川
風
も
吹
き
込

み
気
持
の
良
い
船
旅
で
し
た
。 

船
は
駒
形
橋
、
厩
橋
、
蔵

前
橋
、
両
国
橋
へ
と
進
み
途 

中
、
両
国
国
技
館
や
芭
蕉
庵
史
跡
展
望
園
を
眺
め
、
最
後
に
勝
鬨

橋
を
抜
け
る
と
緑
豊
か
な
浜
離
宮
で
す
。
浜
離
宮
に
寄
港
し
た
あ

と
日
の
出
桟
橋
で
下
船
、
す
ぐ
に
次
の
船
に
乗
り
換
え
ま
し
た
。

今
度
の
船
は
「
ア
ワ
ー
タ
ウ
ン
」
定
員
三
百
二
十
名
の
中
型
船
。

こ
こ
か
ら
は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
れ
ば
終
点
の
お
台
場

海
浜
公
園
ま
で
二
十
分
で
到
着
し
ま
し
た
。 

帰
路
は
台
場
駅
か
ら
豊
洲
経
由
で
清
瀬
駅
十
三
時
三
十
分
到
着
。

南
口
の
蕎
麦
屋
に
て
祝
杯
し
、
美
味
し
い
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 天

気
に
恵
ま
れ
た
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

エ
ッ
セ
イ
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ 

⑨ 
 

我
が
故
郷
「
岩
手
県
・
普
代
村
」 

柾
谷 

榮
吾
（
昭
４
６
法
） 

 

「
田
舎
な
れ
ど
も
南
部
の
国
は
西
も
東
も
金
の
山
」
と
歌
わ
れ

る
岩
手
県
。
北
海
道
に
次
ぐ
広
い
面
積
（15,275.01

ｋ
㎡
）
に
約

一
二
四
万
人
の
人
口
を
有
す
る
県
で
す
が
、
内
陸
の
北
上
盆
地
と

沿
岸
部
を
除
く
と
山
地
、
丘
陵
地
の
多
い
県
で
す
。 

私
の
故
郷
は
陸
中
海
岸
の
北
部
に
あ
る
「
普
代
村
」
と
い
う
人

口
二
千
六
百
人
余
の
岩
手
県
で
一
番
人
口
の
少
な
い
村
で
す
。 

近
隣
に
は
、鍾
乳
洞
の
龍
泉
洞
、二
百
㍍
の
断
崖
絶
壁
北
山
崎
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
に
な
っ
た
北
限
の
海
女

の
久
慈
市
小
袖
海
岸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

生
家
は
村
の
山
間
部
に
あ
り
、中
学

校
に
は
毎
日
片
道
六
㌔
の
山
道
を
歩

い
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。 

沿
岸
部
は
今
で
こ
そ
国
道
や
鉄
道

が
整
備
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
が
育
っ
た
時
代
は
と
て
も
交
通
の

不
便
な
地
域
で
、県
都
盛
岡
市
ま
で
行

く
の
に
八
時
間
も
要
し
て
い
ま
し
た
。 

村
の
特
産
は
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
、
鮭
な
ど
海
産
物
で

す
が
、
私
は
大
好
き
な
珍
味
「
ホ
ヤ
」
の
刺
身
を
お
勧
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

○
東
日
本
大
震
災
そ
の
後 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
発
生
の
東
日
本
大
震
災
で
沿
岸
部
の

市
町
村
は
甚
大
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
現
在
も
復
興
道
路
の
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
八
戸
市
・
仙
台
市
間
の
三
陸
沿
岸

道
路
は
二
〇
二
〇
年
度
末
に
全
線
開
通
の
予
定
で
す
。 

ま
た
、
復
興
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
た
八
戸
市
・
相
馬
市
間
の

全
長
約
一
千
二
五
㎞
の
長
距
離
自
然
歩
道
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
」
が
今
年
六
月
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。 

多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。 

○
県
都
盛
岡
市 

高
校
時
代
三
年
間
を
過
ご
し
た
盛
岡
市
は
人
口
二
九
万
人
余
の

城
下
町
で
す
。 

岩
手
山
が
聳
え
市
内
を
北
上
川

が
流
れ
、
市
の
中
心
部
に
は
盛
岡

城
址
公
園
が
あ
っ
て
市
民
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
毎
日
岩
手
山
を
眺
め
な
が

ら
過
ご
し
た
三
年
間
の
高
校
生
活

や
下
宿
生
活
が
懐
か
し
い
で
す
。 

市
内
に
あ
る
国
の
天
然
記
念

物
「
石
割
桜
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

巨
大
な
花
崗
岩
の
割
れ
目
か
ら

育
っ
た
直
径
約
一
．
三
五
㍍
、
樹 

齢
三
六
〇
年
を
超
え
る
桜
が
今
な

お
毎
年
春
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。 

     

石割桜 

珍味「ホヤ」 

「盛岡市」岩手山を遠望 

お台場海浜公園 浅草雷門 
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○
世
界
文
化
遺
産
「
平
泉
」 

岩
手
県
は
四
季
を
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
観
光
地
が
た
く
さ
ん
あ 

り
ま
す
が
、
二
〇
一
一
年
に 

中
尊
寺
を
含
む
「
平
泉
の
文 

化
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産 

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
中
尊 

寺
金
色
堂
や
毛
越
寺
は
一
見 

の
価
値
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

    

○
岩
手
県
の
輩
出
し
た
有
名
人 

石
川
啄
木
、
宮
沢
賢
治
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
菊
池
雄
星
、
大
谷

翔
平
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
日
蔭
温
子
、
演
歌
歌
手
の
千
昌
夫
、

新
沼
謙
治
な
ど
。楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
キ
ャ
プ
テ
ン
銀
次
選
手
は
、

普
代
村
出
身
で
私
の
知
人
の
孫
で
す
。 

海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
る
岩
手
県
、
も
っ
と
も
っ
と 

紹
介
し
た
い
の
で
す
が
、
岩
手
県
の
中
で
も
僻
地
出
身
の
私
の
拙

い
紹
介
よ
り
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
お
調
べ
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。 

  

「
特 

別 

寄 

稿
」 

北
海
道
案
内
「
北
の
夜
明
け
、
先
住
の
人
び
と
」 

島
崎 

光
（
昭
３
１
商
） 

 

私
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
転
勤
族
で
あ
り
、
九
州
の

勤
務
を
経
て
北
海
道
と
な
り
ま
し
た
。
時
代
は
、
石
炭
か
ら
石
油

へ
の
転
換
期
、
地
縁
に
祖
父
が
室
蘭
製
鉄
所
建
設
で
働
い
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
先
住
民
族
な
ど
北
海
道
の
歴
史
や
産
業
に
興
味

を
持
ち
、
そ
の
一
端
と
し
て
寄
稿
し
ま
し
た
。 

平
成
三
十
一
年
四
月
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
法
律
上
初
め
て
「
先
住

民
族
」
と
位
置
づ
け
た
ア
イ
ヌ
新
法
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ

れ
、
成
立
し
た
。 

ア
イ
ヌ
文
化
を
守
り
育
て
る
施
策
を
国
の
責
務
と
定
め
た
こ
と

に
「
一
歩
前
進
」
と
評
価
が
あ
る
一
方
、
国
連
の
「
先
住
民
族
の

権
利
に
関
す
る
宣
言
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
先
住
権
に
は
触
れ
て
い

な
い
な
ど
課
題
も
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
」
と
新
法
第
一
条
は
こ
う

し
た
表
現
で
始
ま
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
か
か
わ
る
従
来
の
法
律
と

大
き
く
異
な
る
点
だ
。
差
別
禁
止
を
明
記
し
、
ア
イ
ヌ
施
策
を
国

や
自
治
体
の
責
務
と
し
た
。 

民
族
の
儀
式
や
文
化
伝
承
を
目
的
に
し
た
国
有
林
の
利
用
、
鮭

の
採
捕
な
ど
に
特
例
措
置
を
設
け
た
。 

国
は
白
老
町
（
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
町
）
に
「
民
族
共
生
象
徴
空

間
」
を
整
備
し
て
お
り
、
来
年
四
月
に
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
政
府

の
先
住
民
族
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
も
見
ら
れ
る
。 

北
海
道
旧
土
人
保
護
法
か
ら
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
、
そ
し
て
今

回
の
新
法
へ
と
長
い
時
間
を
か
け
て
前
進
し
て
行
く
。 

日
本
列
島
の
北
部
に
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ

の
範
囲
は
、
現
在
、
北
海
道
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）、
千
島
（
ク
リ

ー
ル
）、
東
北
北
部
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
半
年
も
の
間
、

雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
厳
し
さ
の
な
か
で
、
狩
猟
、
漁
労
、
採
取
を
中

心
に
生
活
し
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
な
風
土
の
な
か
で
、
風
俗
、
習
慣
、
言
語
、
信
仰
な

ど
独
自
な
も
の
を
作
り
あ
げ
た
ア
イ
ヌ
文
化
に
、
今
日
で
は
殆
ど

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
の
人
び
と
が
一
般
に
史
実
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
室
町
時
代
初
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
等
の
存
在
は

か
な
り
古
い
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
い
わ
ゆ
る
「
縄
文

人
」
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

地
中
か
ら
発
掘
さ
れ
る
遺
物
や
遺
構
は
年
々
増
え
、
徐
々
に
文

化
の
空
白
部
を
埋
め
つ
つ
あ
る
が
、
広
大
な
土
地
に
点
在
す
る
遺

跡
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
古
代
の
歴
史
が
解
き
明
か
さ
れ
る
ま
で

に
は
、
ま
だ
相
当
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。 

一
方
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
は
祖
先
か
ら
の
文
化
を
今
日
も
伝
え

て
い
る
が
口
伝
え
で
あ
る
た
め
詳
細
な
こ
と
は
あ
ま
り
わ
か
っ
て

い
な
い
。
民
具
を
中
心
と
す
る
木
彫
り
や
樹
皮
衣
等
は
、
最
近
に

な
り
北
海
道
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

北
海
道
が
古
文
書
に
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
鎌
倉
時
代
か
ら
で
あ
る
。「
蝦
夷
が
千
島
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
こ

の
時
代
の
東
の
果
て
と
思
わ
れ
て
い
た
。
北
海
道
が
本
州
と
結
び

つ
く
の
は
室
町
時
代
か
ら
日
本
海
沿
岸
に
ひ
ろ
が
っ
た
商
業
圏
に

道
南
部
が
組
み
込
ま
れ
て
か
ら
で
あ
る
。 

十
五
世
紀
の
中
ご
ろ
に
道
南
に
住
み
つ
い
た
和
人
の
中
か
ら
い 

く
つ
か
の
小
領
守（
館
主
） 

が
出
現
し
た
。
交
易
品
の

価
格
な
ど
の
対
立
か
ら
館

主
と
ア
イ
ヌ
館
主
同
志
の

争
い
が
約
一
世
紀
続
い
た

が
、
館
主
の
一
人
蛎
崎
氏

が
館
主
た
ち
を
統
一
し
、

大
館
（
後
の
松
前
）
を
本

拠
と
し
た
。 

蛎
崎
氏
は
ア
イ
ヌ
と

講
和
し
た
後
、
豊
臣
、
徳

川
の
政
権
に
服
属
し
、
ア

イ
ヌ
と
独
占
的
に
交
易
す

る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
公

認
さ
れ
、
姓
も
松
前
と
改

め
松
前
藩
と
な
っ
た
。
北

海
道
の
近
世
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。 

        

 

アイヌの人  々民族共生象徴空間の完成予想図 

中尊寺金色堂 
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フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
シ
リ
ー
ズ 

⑤ 
 

ポ
ル
ト
ガ
ル
彷
徨 

中
村 

曠
（
昭
３
６
政
経
） 

 

一
度
行
き
た
い
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
今
年
の
春
、
旅
し
て
き
ま

し
た
。
直
行
便
が
無
い
の
で
羽
田
か
ら
ロ
ン
ド
ン
経
由
で
ポ
ル
ト

ガ
ル
第
二
の
都
市
ポ
ル
ト
市
に
入
り
ま
し
た
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
日
本
開
国

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄

砲
の
伝
来
、
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
師
ザ
ビ
エ
ル
の
来
訪
そ
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
訪
の
天
正

遣
欧
少
年
使
節
な
ど
で
す
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
坂
の
多
い

街
、
赤
い
屋
根
と
教
会
尖
塔

が
目
立
ち
ま
す
。
ポ
ル
ト
の

発
展
は
ド
ウ
ロ
川
、
河
岸
に

は
荷
物
積
み
出
し
の
倉
庫
が

多
く
、橋
が
多
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
川
沿
い
に
は
ポ
ル
ト

ワ
イ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
立
ち

並
び
対
岸
は
旧
市
内
で
す
。

河
口
ま
で
バ
ス
で
行
っ
て
み

ま
し
た
。
大
西
洋
の
荒
波
が

打
ち
寄
せ
観
光
名
所
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
市
内
の
教
会

の
外
壁
に
は
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ

と
言
う
タ
イ
ル
絵
が
見
ら
れ

ま
す
。
特
に
サ
ン
・
ペ
ン
ト

駅
の
構
内
の
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ

は
華
麗
で
見
事
で
す
。 

坂
道
の
多
い
市
内
の
交
通
機

関
は
市
電
が
多
く
走
っ
て
い 

ま
し
た
。 

治
安
が
良
く
、
物
価
の
安
い
親
日
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
旅
の
お
勧 

め
で
す
。 

              

★
第
十
一
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
に
つ
い
て 

柾
谷 

榮
吾
（
昭
４
６
法
） 

 
第
十
一
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
は
、
十
月
二
十
七
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催
者
で
あ
る
清
瀬
市
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実

行
委
員
会
は
、
今
年
度
よ
り
新
会
長
に
大
畠
薫
氏
が
就
任
し
、
大

会
に
向
け
て
四
月
よ
り
毎
月
一
回
の
頻
度
で
会
議
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
我
が
校
友
会
も
実
行
委
員
会
に
三
名
参
加
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
の
大
会
の
成
功
に
向
け
て
校
友
会
よ
り
寄
付
金
提
供
、
紫

紺
句
会
及
び
粕
谷
名
誉
地
域
支
部
長
よ
り
広
告
掲
載
、
投
句
の
俳

句
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
当

日
の
司
会
や
会
場
係
な
ど
に
も
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
石
田
波
郷
没
後
五
〇
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
大
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
あ
ぢ
さ
ゐ
吟
行
句
会
（
六
月
十
四
日
）
を
開
催

し
た
ほ
か
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
俳
句
出
前
授
業
に
は
、
校
友
会

よ
り
、
俳
句
の
先
生
と
し
て
大
山
恭
子
さ
ん
、
授
業
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
穴
田
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
私
の
四
人
が

協
力
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
新
鮮
な
句
に
触
れ
て
我
々
も
刺
激

を
受
け
た
次
第
で
す
。 

☆
石
寒
太
氏
の
講
演 

大
会
当
日
の
午
後
一
時
よ
り
一
般
の
部
の
選
者
の
石
寒
太
氏

（
俳
句
結
社
「
炎
環
」
主
宰
）
に
よ
る
「
石
田
波
郷
と
加
藤
楸
邨
」

の
講
演
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
し
、
け
や
き
ホ
ー
ル
を
い
っ

ぱ
い
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
大
会
の
一
般
の
部
に
は
二
一
〇
〇
句
余
り
の
投
句
が
あ

り
ま
し
た
。
選
者
に
よ
る
審
査
は
す
で
に
終
わ
り
、
受
賞
者
に
は

ま
も
な
く
通
知
が
届
く
予
定
で
す
。
昨
年
は
紫
紺
句
会
か
ら
久
し

ぶ
り
に
二
名
が
入
選
し
ま
し
た
。
今
年
も
紫
紺
句
会
会
員
の
入
選

を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

当
日
は
午
前
十
時
よ
り
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
表
彰
式
が
あ
り
、
午

後
に
は
講
演
と
一
般
の
部
及
び
新
人
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ん
に
は
、
是
非
ご
来
場
の
う
え
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

★
紫
紺
句
会
報
告 

柾
谷 

榮
吾
（
昭
４
６
法
） 

紫
紺
句
会
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
開
催
し
て
お
り
、
六
月
に

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
九
月
に
は
第
六
十
二
回
句
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
新
会
員
と
し
て
六
月
に
東
久
留
米
地
域
支
部
の

校
友
片
柳
文
夫
さ
ん
、
八
月
に
清
瀬
句
会
の
山
尾
久
美
子
さ
ん
が

入
会
し
ま
し
た
。
毎
回
十
五
名
前
後
が
出
席
し
て
校
友
の
細
見
逍

子
先
生
の
指
導
の
下
で
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
楽
し
い
句
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

★
合
評
句
会
報
告 

八
月
十
八
日
（
火
）
の
紫
紺
句
会
は
先
生
不
在
の
た
め
、
例
年

ど
お
り
合
評
句
会
と
銘
打
っ
て
、
清
瀬
句
会
よ
り
九
名
の
参
加
を

得
て
紫
紺
句
会
の
十
一
名
と
合
わ
せ
総
勢
二
十
名
（
投
句
総
数
六

〇
句
）
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
座
長
は
清
瀬
句
会
の
森
田
京
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
自
由
に
作
句
や
選
句
の
コ
メ
ン
ト
を

出
し
合
っ
て
楽
し
い
句
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
句
会
の
高
点

句
は
次
の
と
お
り
で
、
紫
紺
句
会
よ
り
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

サン・ペント駅のアズレージョ 

ポルトワイン運搬船 

ドウロ川の橋は橋脚が高い 

赤い屋根と教会 
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７
点
句
（
敬
称
略
、
同
点
句
は
五
十
音
順
） 

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
す
こ
し
派
手
目
の
傘
寿
か
な      

工
藤  

佑
子 

(

清
瀬
句
会) 

妣
に
問
ふ
茄
子
の
馬
の
乗
り
ご
こ
ち          

佐
藤  

房
夫 

(

紫
紺
句
会) 

「
門
司
港
出
征
の
碑
」
を
訪
ね
て 

夏
怒
涛
征
き
て
還
ら
ぬ
人
馬
か
な         

 

中
村  

格 

(

清
瀬
句
会) 

６
点
句 

水
筒
の
水
飲
み
干
す
や
敗
戦
日  

        
 

米
山  

恵
子 

 

（
清
瀬
句
会
） 

圧
倒
的
に
清
瀬
句
会
の
皆
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。
句
会
後
は

十
二
名
参
加
し
て
「
は
な
の
舞
」
に
て
反
省
会
兼
懇
親
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

  

【
紫
紺
俳
壇
】 

紫
紺
句
会
指
導 

安
ら
け
く
移
り
ゆ
く
世
や
春
惜
し
む 

 
 

俳
句
結
社
「
隗｣

主
宰 

 
 
 

細
見 

逍
子 

紫
紺
句
会 

客
人
の
饒
舌
に
黙
彼
岸
花 

 
 
 
 
 
 
 

穴
田 

作
道 

若
葉
風
赤
き
煉
瓦
の
倉
庫
群 
 
 
 
 
 
 

粕
川
偉
三
男 

道
後
の
湯
清
瀬
へ
運
べ
天
の
川 

 
 
 
 
 

粕
谷
彌
太
郎 

朽
小
舟
舫
ひ
し
沼
の
水
澄
め
り 

 
 
 
 
 

片
柳 

文
夫 

麦
あ
き
や
買
ひ
物
袋
揺
る
小
径 

 
 
 
 
 

小
林 

信
夫 

だ
ん
ご
屋
の
赤
い
旗
に
も
若
葉
風 

 
 
 
 

斉
藤  

強 

放
牧
の
牛
の
反
芻
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

房
夫 

舁
き
山
笠
や
水
浴
び
走
る
男
た
ち 

 
 
 
 

島
崎  

光 

休
校
を
我
が
も
の
顔
に
蝉
し
ぐ
れ 

 
 
 
 

中
西 

宣
二 

御
巣
鷹
の
慰
霊
の
時
や
門
火
焚
く 

 
 
 
 

中
村  

曠 

滴
り
の
や
が
て
潤
す
千
枚
田 

 
 
 
 
 
 

夏
目  

忠 

「
お
茶
で
す
よ
」
呼
ば
れ
猛
暑
の
庭
仕
事 

 

西
尾 

修
一 

新
緑
や
片
道
切
符
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー 

 
 
 

福
島  

寛 

カ
タ
コ
ト
の
英
語
日
本
語
夏
料
理 

 
 
 
 

柾
谷 

榮
吾 

暗
闇
に
指
の
触
れ
た
る
蛍
狩 

 
 
 
 
 
 

松
江 

康
司 

夏
空
に
過
ぎ
去
り
し
日
々
蘇
る 
 
 
 
 
 

村
野 

良
明 

倒
れ
木
の
花
や
余
生
に
余
白
あ
り 

 
 
 
 

山
尾
久
美
子 

 
 

                     
 

         

    

一
、
清
瀬
地
域
支
部
イ
ベ
ン
ト 

①
第
十
一
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会 

・
日 

時 

十
月
二
十
七
日
（
日
） 

・
会 

場 

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル 

②
第
七
回
多
摩
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

・
日 

時 

十
一
月
三
十
日
（
土
）
小
雨
決
行 

③
第
十
二
回
麻
雀
大
会 

 

・
令
和
二
年
二
月
予
定 

④
野
鳥
観
察
会 

・
令
和
二
年
二
月
予
定 

⑤
観
桜
会 

 

・
令
和
二
年
三
月
予
定 

二
、
校
友
会
本
部
イ
ベ
ン
ト 

①
第
二
十
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

・
日 

時  

十
月
二
十
七
日
（
日
） 

・
会 

場  

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

三
、
近
隣
地
域
支
部
イ
ベ
ン
ト 

①
小
平
市
民
祭
り
（
小
平
地
域
支
部
） 

・
日 

時  

十
月
二
十
日
（
日
） 

・
会 

場  

仲
町
第
二
公
園 

・
焼
き
そ
ば
販
売 

②
第
九
十
六
回
箱
根
駅
伝
予
選
会
応
援 

・
日 

時 

十
月
二
十
六
日
（
土
）
八
時
四
十
五
分 

・
集 

合 

昭
和
記
念
公
園
西
立
川
口 

③
関
東
大
学
対
抗
戦
（
明
早
戦
） 

・
日 

時  

十
二
月
一
日
（
日
） 

・
会 

場  

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場 

 

チ

ャ

レ

ン
ジ
！ 

 

み
ん
な
の
情
報
コ
ー
ナ
ー 
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◎
会
員
募
集
中
！ 

年 

会 

費 
 

二
千
円 

夫
婦
会
員
割
引
制
度
を
設
け
ま
し
た
。 

配 

偶 

者 
 

一
千
円 

 
 

※
入
会
初
年
度
は
無
料
で
す
。 

◎
会
費
納
入
の
お
願
い
！ 

本
会
報
は
、
皆
様
の
会
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。 

会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

清
瀬
地
域
支
部
の
情
報
は 

清
瀬
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  

https://meiji-3.jimdofree.com/ 

ブ
ロ
グ  

ttps://blog.goo.ne.jp/tuyosi1940_007 

清
瀬
紫
紺
ネ
ッ
ト
会
員 

情
報
・
連
絡
用
メ
ー
ル
で
す
。 

kiyose-event@meiji-tama.net 

 

訃 
 

報 

故 

寺 

井 

和 

成 

様
（
昭
３
５
法
卒
） 

平
成
三
十
一
年
四
月
十
七
日
逝
去 

謹
ん
で
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す 

  

ブログ 

明治郎の仲間達 

ホームページ 

清瀬地域支部 

交
通
災
害
に
気
を
つ
け
よ
う
！ 

 

最
近
の
報
道
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
大
き
く 

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
が
加
害
者
と
な
り
、
ま
た
被
害
者
に
な
る 

ケ
ー
ス
が
上
位
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。 

自
分
自
身
の
「
心
身
の
衰
え
」
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
！ 

な
お
、
免
許
の
返
納
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
は
ど
う 

で
し
ょ
う
か
。 

 

https://meiji-3.jimdofree.com/

